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令和２年度第１１回役員会議事要録 

 
 
日  時 ： 令和３年３月２４日（水） １６：１１ ～ １６：４６ 
 
場  所 ： Ｗｅｂ会議（事務局棟１階大会議室 ほか） 
 
出 席 者 ： 原田 信志、市川 聡夫、松本 泰道、宇佐川 毅、谷原 秀信、有松 正洋、潮谷 義子 
 
欠 席 者 ： な し 
 
陪  席 ： 立石 和裕、大谷 順、深町 公信、宮瀬 美津子 
 
 
議  題 
 
１．国立大学法人熊本大学教員の任期に関する規則及び国立大学法人熊本大学職員の任期に関する規

則の一部改正について  
  議長から、国立大学法人熊本大学教員の任期に関する規則及び国立大学法人熊本大学職員の任期

に関する規則の一部改正について、本日開催の教育研究評議会で了承されたことを受け、資料１に

基づき審議願いたい旨提案があった。 
  次いで事務部から、本改正に係る過半数代表者からの意見について報告があり、審議の結果、原

案のとおり了承された。  
 

２．就業規則関係規則の一部改正について 

  議長から、組織再編等に伴う国立大学法人熊本大学職員就業規則等の一部改正について、資料２

に基づき審議願いたい旨提案があった。 
  次いで事務部から、本改正に係る過半数代表者からの意見について報告があり、審議の結果、原

案のとおり了承された。 
 

３．国立大学法人熊本大学役員給与規則の一部改正について 

  議長から、令和２年人事院勧告等に基づく給与改定に伴う国立大学法人熊本大学役員給与規則の

一部改正について、３月１１日開催の経営協議会で了承されたことを受け、審議願いたい旨提案が

あった。 
次いで事務部から、資料３に基づき、改正内容等について説明があり、審議の結果、原案のとお

り了承された。 
  

４．大学院先端科学研究部（工学系）教員の業績評価基準の修正について 

  議長から、大学院先端科学研究部長より大学院先端科学研究部（工学系）教員に係る業績評価基

準の修正案が提出されたため審議願いたい旨提案があった後、資料４に基づき、内容等について説

明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 
 

５．教育学部の改組について 

  議長から、令和４年度から教育学部における、現在の４課程を１課程に統合するとともに、中学
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校課程の実技系５教科の入学定員の１０名減と、専攻を大括りにし時代の要請に応え新たな価値を

創出する教育プロジェクトを推進する改組計画について、本日開催の教育研究評議会で了承された

ことを受け、資料５に基づき審議願いたい旨提案があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 
 

６．令和３年度国立大学法人熊本大学年度計画について 

議長から、令和３年度国立大学法人熊本大学年度計画について、３月１１日開催の経営協議会及

び本日開催の教育研究評議会で了承されたことを受け、資料６－１・６－２に基づき審議願いたい

旨提案があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 
 

７．内部質保証体制整備に係る自己評価見直しについて 

  議長から、内部質保証体制整備に係る自己評価見直しについて、本日開催の教育研究評議会で了

承されたことを受け、資料７に基づき審議願いたい旨提案があり、審議の結果、原案のとおり了承

された。 
 

８．令和３年度熊本大学予算について 

  議長から、令和３年度予算編成の基本方針に基づき作成した令和３年度予算配分の方針及び令和

３年度学内予算配分について、資料８に基づき審議願いたい旨提案があり、審議の結果、原案のと

おり了承された。 
 

９．令和３事業年度長期借入金の借入れ及び償還計画に係る認可申請について 

  議長から、令和３事業年度長期借入金の借入れ及び償還計画に係る認可申請について、３月１１

日開催の経営協議会で了承されたことを受け、審議願いたい旨提案があった。 
次いで事務部から、資料９－１・９－２に基づき、償還計画に係る修正案について説明があり、

審議の結果、原案のとおり了承された。 
 

10．令和２年度資金運用実績報告、令和３年度資金管理方針及び令和３年度資金繰計画について 

  議長から、本学の資金の効率的な調達と運用のため、令和３年度資金管理方針及び資金繰計画に

ついて審議願いたい旨提案があった。 
次いで事務部から、資料１０に基づき、資金運用実績等について説明があり、審議の結果、原案

のとおり了承された。 
 

11．熊本大学インドネシアITSオフィス設置に関する協定の更新について 

  議長から、インドネシアにおける本学の国際化推進活動の拠点を維持するため、熊本大学インド

ネシアITSオフィスの設置に関する協定を更新することについて審議願いたい旨提案があった後、

資料１１に基づき、内容について説明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 
 
 
報告連絡 

 

１．共同研究分野の更新について 

議長から、資料１２に基づき、次のとおり共同研究分野の更新を行うこととなった旨報告があっ

た。 
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  ○ 大学院先端科学研究部「半導体プロセス評価共同研究分野」の更新 
    ・更新期間：令和３年４月１日～令和５年３月３１日（２年間） 
    

以 上   
 
 
○ 次回開催 ： 令和３年４月２２日（木）部局長等連絡調整会議終了後 
 
 

＜配布資料＞ 

資 料 １   国立大学法人熊本大学教員の任期に関する規則の一部改正（案）新旧対照表 ほか 

資 料 ２   就業規則関係規則の改正一覧（予定）ほか 

資 料 ３   国立大学法人熊本大学役員給与規則の一部改正（案）新旧対照表  

資 料 ４   大学院先端科学研究部（工学系）教員の業績評価基準（案） 

資 料 ５   設置計画の概要（抜粋）ほか 

資 料 ６－１ 令和３年度の主な取組 

資 料 ６－２ 令和３年度国立大学法人熊本大学年度計画（案） 

資 料 ７   本学における自己評価の見直しについて（案）ほか 

資 料 ８   令和３年度熊本大学予算編成の基本方針（案）ほか 

資 料 ９－１ 令和３事業年度長期借入金の借入れ及び償還計画（案） 

資 料 ９－２ 第３期～第４期中期目標期間における財投借入状況について 

資 料 10   令和２年度資金運用実績報告 ほか 

資 料 11    海外オフィス更新申請書 ほか 

資 料 12   共同研究分野の更新について ほか 


